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　 ＂お金持ち＂ という言葉がありますが、皆さんは
どんな人を想像しますか？現金を１億円持っている
人は ＂お金持ち＂ と呼んでいいかも知れませんが、
現金は少しでも１億円の自分の住宅に住んでいる人
は ＂お金持ち＂ でしょうか。１億円の現金も１億円
の住宅も１億円の資産であることに違いはないので
すが、資産の内容（性質）には違いがあります。現
金は明日からの生活費（食費や光熱費）に充てるこ
とができますが、住宅は売却して現金に換えなけれ
ば、生活費には充てることができないからです。
　Ｂ／Ｓの話に戻りましょう。Ｂ／Ｓは一時点の財
政状態を表現したものですから、すべての資産と負
債を漏れなく、そして正しく記載しなければなりま
せん。もし一部の資産や負債を意図的に歪曲して記
載したり排除したりすると、純資産の額も正しく計
算されないことになってしまいます。これが「粉飾
決算」です。では、第２回で挙げた例に少し内容を
加えて、考えてみましょう。

　Ａさんは、1,500 万円の住宅ローンを組んで、
2,000 万円の住宅を購入しました。また、今Ａ
さんの財布には 10 万円の現金と２万円の電気
代の請求書が入っています。

　Ｂ／Ｓには図１のように表現されます。個人の家
庭でも実際には他にさまざまな資産や負債がありま
す。乗用車や家具、株券などは資産、友だちからの
借金は負債です。Ｂ／Ｓにはこれらを漏れなく、正
しく記載します。

Ｂ／Ｓ

令和○年○月○日現在

資産

住宅 万円

現金 万円

負債

ローン 万円

請求書 万円

純資産 万円

Ｂ／Ｓ

令和○年○月○日現在

流動資産

現金 万円

流動負債

請求書 万円

固定負債

ローン 万円固定資産

住宅 万円 純資産 万円

図１

　では、皆さんの職場の机の引出しの中を想像して
みてください。半分になった消しゴムやシャープペ
ンシルの芯など、いろいろなものがありますね。こ
れらは法人のお金で購入した資産ですが、このよう
なものまでＢ／Ｓに記載していてはきりがないので、
社福会計では 10 万円未満で購入したものはＢ／Ｓ
に表現しなくてよいと割り切り、10 万円以上のも

のだけを資産として表現することにしました。
　10 万円以上のものに限ったとしても、すべての
資産や負債を不規則に並べるととてもわかりにくい
ので、一定のルールを決めて整理します。まず資産
を「１年以内に現金にできるもの」と「１年たって
も現金にならないもの」に分け、前者を「流動資産」、
後者を「固定資産」とします。前出のＢ／Ｓで現金
は流動資産、住宅は固定資産です。同様に負債も「１
年以内に返済すべき借金」である「流動負債」と、「１
年を超えて返済する借金」である「固定負債」に分
類します。請求書は流動負債、住宅ローンは固定負
債です。この基準のことを「１年基準」（ワンイヤー
ルール）と言い、１年基準によって先ほどのＢ／Ｓ
を整理すると図２のようになります。

 Ｂ／Ｓ 

令和○年○月○日現在 

資産 

住宅 2,000万円 

現金   10万円 

負債 

ローン1,500万円 

請求書  2万円 

純資産 508万円 
 

 Ｂ／Ｓ 

令和○年○月○日現在 

流動資産 

現金   10万円 

流動負債 

請求書  2万円 

固定負債 

ローン1,500万円 固定資産 

住宅 2,000万円 純資産 508万円 
 

 

図２

　ここで、ご自身の施設のＢ／Ｓをお手許に用意し
てみてください。流動負債の中に「１年以内返済予
定設備資金」という表示のある場合があります。設
備資金借入金は園舎建設時の借金ですから固定負債
ですが、年度末の借入金残高には次年度に返済する
分が含まれ、返済期限は１年以内に到来します。そ
のため設備資金借入金残高のうち１年以内に返済す
べき額は、１年以内返済予定設備資金借入金として
流動負債に表示します。＂１年以内＂ の名称が付さ
れたものはすべてこのような考え方によるものです。
　冒頭の「お金持ち」は、本当は「流動資産持ち」
と言う方が正しいのかも知れませんね。
　次回は、
「支払資金」
について、
考えてみる
ことにしま
しょう。

第❸回
「お金持ち」って
どんな人？（１年基準）

＜まとめ＞
① Ｂ／Ｓは「１年基準」によって分類
して表現する

② １年以内に現金に変えることができ
る資産が「流動資産」、ならない資産
が「固定資産」

③ １年以内に返済すべき負債が「流動
負債」、１年より長くかかって返済す
る負債が「固定負債」
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